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香川県の低利用漁港における未利用小型トリガイのコンパクト養殖の試み  

-高齢漁業者と漁家女性の新たな活躍の場として- 
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【abstract】 We experimented feasibility of a compact aquaculture system using the Japanese Cockle in the Muromoto Fishing Port, Kanonji, Kagawa 

Prefecture. The term “compact aquaculture” refers to small operations serving as a side job for local fishers. The experiment was done in and around an 

underused fishing port employing idle fishing equipment and cockles smaller than the regular landing size that are fished as bycatch in the small-scale 

bottom-trawls. Despite low density of chlorophyll a showing scarcity of planktonic food items for the shells, the tested farming ground was capable of 

harvesting the shells between September and next June. Since maintenance or landing are light works that could be done inside the fishing port, elderlies and 

women could safely participate in the aquaculture on the day of a week when bottom-trawl fishing is off. The aquaculture was shown to earn revenues with 

income ratio of 0.4. These results insist on the feasibility of “compact aquaculture” as a side job for local fishers. 
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 香川県の小型底びき網漁業の重要な漁獲対象である

トリガイFulvia muticaは，マルスダレ目ザルガイ科に

属する大型の食用二枚貝で，日本では北海道を除く各

地の内湾や内海の水深 10～30 m の砂泥底に多く生息

する（田（1992））1)。香川県では，西部に位置する燧

灘海域が主要な産地であり，全国有数の漁獲を誇る生

産地であったが，近年は漁獲量が低位横ばいで推移し 

ている（中四国農政局香川統計情報事務所（2001））2)。

当海域で操業する漁業者によれば，「昔から小型底びき

網には，毎年2，3月頃からトリガイの小さな貝が多数

入網するが混獲物として投棄しており，出荷サイズに

成長するトリガイは少ない。」と言う(1)。山口県の瀬戸

内海東部の周防大島の北部海域においても同様な状況

があり，大型個体が少ないことの原因として，成熟期

の栄養失調の可能性が指摘されている（檜山（2002），

木村ら（2002））3,4)。また，小型個体の資源を有効活用

するためにそれを使った短期間の蓄養が提案されたが，

その実験は行われなかった（木村ら（2002））4)。しか

し，京都府舞鶴市や宮津市（西広（1997）），石川県七

尾湾（濱上ら（2014））などでは，人工生産されたトリ 

 

ガイ種苗を用いて養殖が行われて地域の特産品として

販売されるなど，養殖技術は一部地域で確立されてい

る 5,6)。 

香川県の基幹漁業である小型底びき網漁業は，漁獲

量の減少や単価の低迷から漁業収入が減少し，漁業者

の高齢化や減少が著しい(2)。当該漁業の特徴として，多

量の混獲物を海上で投棄することから，未利用資源の

有効活用が必要と言われている（石谷・江藤（2009））
8)。また，漁業者の高齢化・減少から低利用になってい

る漁村インフラの有効活用や高齢化した漁業者や女性

による就業対策も必要となっている（土屋ら（2016））
9)。そこで，沖合いで投棄されている小型のトリガイを

種苗として使い，現在は使っていない漁業者の漁業資

材を用いて，低利用な漁港やその周縁の安全な場所で

高齢者や女性による副業的な養殖（以下，コンパクト

養殖と称する）をすることで，漁家の経営安定に資す

ることができるのではないかと考えた。 

 京都府でのトリガイ養殖は，アンスラサイト(3)を底

質とし，プラスチック製コンテナに入れて上面を網フ

タでおおい，これを水深6 m前後の海中に垂下する方
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法で行われている（岩尾ら（1991））10)。餌は与えない

が，日常的なメンテナス作業として付着物による目詰

まりを防ぐためにコンテナおよびフタの交換作業が必

要である（西広（1997），大畑ら（2015））5,11)。こう

した作業のためには，養殖コンテナを海中から筏や船

上に頻繁に引き揚げねばならないが，約 50 kg の力が

必要とされ，生産者にとっては大きな負担となってい

る（西広（1997））5)。この京都府で開発された養殖方

法は，他の養殖産地でも行われている。しかし，養殖

種苗として混獲物の稚貝の利用（天然採苗）やそのコ

スト計算，高齢者・女性の就業に対応した養殖である

かどうか検討した研究事例は現在までにない。 

 筆者らは，京都府の養殖手法を参考にしながら，香

川県内沿岸でコンパクト養殖が可能かどうかの実験を

これまで行ってきた。その結果，投棄されているトリ

ガイが養殖種苗として使用できること，漁業者が以前

に漁業で用いていた丸型カゴに，巾着型カバーネット

を取付けて容器として使うことで作業を軽減できるこ

とが判明した（香川ら（2020））12)。しかしながら，夏

場の死亡個体が増えるため，水温が25°Cを下回る9月

下旬から開始して翌年7月に水温が25°Cを超える時期

の前に出荷しなければならず，そのうえ京都府の養殖

トリガイと比べると成長も劣る。しかし，養殖容器を

垂下する場所を餌となるクロロフィルa濃度が高い所

にして，トリガイの収容密度も低くし，さらに水温上

昇期に清掃などのメンテナンス作業を頻繁に行うよう

にすることで，混獲種苗を用いた香川県の漁港内での

垂下養殖は可能と判断した（香川ら（2020））12)。 

 そこで，小型底びき網で混獲される出荷サイズ以下

のトリガイを使用し，香川ら（2020）12)の方法に準じ

て飼育するコンパクト養殖が，小型底びき網漁業の副

業として収益が得られ，また将来性のある新規養殖業

であるかを検討するため，観音寺市室本漁港において，

養殖漁場（港内）の環境，トリガイの生存・成長，養

殖に係る労働状況や漁家の経営収支の調査・分析を行 

った。 

養殖試験および分析方法 

 

養殖試験地の漁業および漁港の概要 

 瀬戸内海の中央部に位置する燧灘東部海域では，観

音寺市(一部三豊市）に住所を有する漁業者が市内の漁

港を基地として小型底びき網（165人），小型定置網（50

人），瀬戸内海機船船曳網（23人），サワラ流しさし網

漁業（52人）等各種の漁業を営んでおり，小型底びき

網が盛んである(4)。その基地港の一つである観音寺市

室本港は，昔は米の積出港として栄えたが，近年貨物

船は姿を消し，漁船とプレジャーボートのみが係留さ

れている。2013年には34隻の漁船が係留されていたが，

2018年には16隻と半減し，プレジャーボートも79隻か

ら72隻と減少傾向にあり，係留に使用している奥の船

溜まり以外の約65,000 m2の港域は未利用状態である(5)。

このような漁船の大幅な減少により，港内の遊休化が

進行していることから，港内の船舶の通行の障害とな

らない静穏域を養殖場として使用することは，漁港の

有効活用になる。港内や近隣に流入する河川はないた

め，淡水の影響を受け難く，トリガイの養殖漁場に適

している（Fig.1）。 

 

養殖方法 

 試験に用いた種苗は，燧灘沿岸で操業する小型底び

き網で40～50分間曳網後に入網した小型トリガイを，

船上で破損の確認・選別したのち養殖種苗とし，漁港

内の桟橋に垂下したプラスチック製の角型カゴ（50 × 

36 × 30 cm）で試験開始まで蓄養した。 

室本港内の，夏季（7～8月）の水温が28°Cを超え，

養殖個体が減耗することが予想されることから（松野

ら（2002）），養殖期間は，香川ら（2020）が示した水

温が25°Cを下回る9月末から水温が25°Cに上昇する6 

月末までとした12,14)。  

港内の一画にブイとロープを用いての養殖枠（3 × 

9 m）を設置し（Fig.2），養殖カゴを1 m以上の間隔で，

Fig.1の☆の場所に垂下した。香川ら（2020）に準じ，

粒径2〜3 mmのアンスラサイトをプラスチック製のカ

ゴの中に深さ10 cmに敷いた。カゴは地元漁業者が1990

年頃に養鰻業を営んでいた時に活〆作業に使用してい

た丸型カゴ（（養鰻篭402200，三甲）である。直径45 × 

高さ20 cmで2 mm幅のスリットがあり，アンスラサイ

トは抜け出ない）を使用した（Fig.3）。京都府方式のコ

ンテナと比べ，取上げ時に容器から海水が抜けること

で重量が大幅に削減され（海水を満たしたカゴの重量
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は約30 kgあるが，海水が抜けたカゴの重量は約9～10 

kgに軽量化される），養殖作業の軽減が図れる（香川ら

（2020））12)。用いた丸型カゴの上面には，外敵の侵入

やトリガイの逃亡を防止する目的で，巾着型のカバー

ネットを装着した（Fig.3）。カバーネットは，漁業者が

小型底びき網に使用しているポリエチレン製の廃棄漁

網を利用した。 

毎月1回カゴを取上げ，生死を確認し，殻長の測定を

行った。同時に，カゴの付着生物をタワシで落とし，

海水を入れてアンスラサイトを攪拌し洗浄した。測定

後のトリガイはアンスラサイトの表面に並べ，埋め戻

しはしなかった。死亡していた個体は，殻長を測定し

取り除いた。 

使用した資材のうちアンスラサイト（税別7,000円／

30 ℓ）以外は，漁業者が使用していなかった既存資材

や既存労働手段を利用した。 

 

養殖実証試験および漁家経営分析の調査 

 実証試験は，2016年9月から準備作業を行い10月1日

から室本港内で養殖試験を開始した。試験に用いたト

リガイ種苗は，2016年9月25日から9月30日の間に漁獲

した本来なら投棄するサイズの221個（52.8 ± 4.7 mm，

34.9～61.4 mm），11月1日から11月7日の間に一部商品

サイズも含む142個（54.5 ± 4.7 mm，39.3～62.8 mm)，

12月13日から12月19日の間に一部商品サイズを含む78

個（55.3 ± 4.9 mm，38.0～64.5 mm)を追加し，合計441

個で養殖試験を行った。漁業者が種苗の確保や搬入を

3回に分けた理由は，小型底びき網の操業に支障が出な

いこと，すなわち実際の漁業操業に即したトリガイ種

苗の確保を行ったためである。 

 養殖開始時の収容密度を 1カゴ当たり20個体とし，

2017年 3月 18日には成長に伴い，殻長 60 mm以上の

トリガイを 1カゴ当たり 12 個体，60 mm未満のトリ

ガイは 1カゴ当たり18個体収容するように選別し，5

カゴを追加して27カゴとした。 

室本港内の環境を把握する目的で，2016年 9月から

2017年 8月の 1年間毎月 1回，多項目水質計（RINKO-

Profiler JFEアドバンテック）を使用して，室本港内の

試験地点の水温・塩分・溶存酸素・クロロフィル a濃

度の鉛直プロファイル測定を行った。 

 新たに養殖を開始するため，本業である小型底びき

網漁業の操業に影響せずに，過重労働にならないこと

が重要である。また，本業を退いた高齢者や女性もタ

ーゲットにするために，これらの者で日々の養殖作業

が可能かどうかの分析が必要となる。そのために養殖

に係る労働実態を把握した。主な作業の労働時間等に

ついて聞取り調査し，また実際に筆者らが作業を実施

して，状況をまとめた。また，養殖に係る費用を明ら

かにするために，本試験に使用した資材や作業に使っ

た船舶等の機材等についても聞き取りを行った。 

 本実証試験の養殖トリガイの出荷先は，「殻つき」の

状態で香川県内の寿司店や飲食店に流通させる(6)こと

を想定し，県内において幅広い販路を持つ高松市中央

卸売市場とした。そして，2017年5月23日にすべての養

殖カゴを取上げ，生存していた292個のうち商品サイズ

（殻長が60 mm以上）の220個を出荷した。出荷方法は，

当日の朝にあらかじめ桟橋に垂下していたカゴから取

り上げ，出荷サイズ以上のトリガイを選別し，殻の汚

れを清掃した後に数時間冷水で冷却し，濡らした新聞

紙と氷を入れた発泡スチロールの容器に詰めて出荷し

た。出荷した養殖トリガイの評価を高松市中央卸売市

Fig.2  Schematic diagram of the equipment for suspended culture in the port. 
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場の関係者と高松市内の飲食店主に聞き取りを行った。 

 

結 果 

 

養殖実証結果 

 養殖カゴを垂下した水深 2.5 mの水温は，9月 3日

の 26.3°Cから 1月 23日には 9.3°Cと最低となり，2～

3月は10°C台と低い水温であったが，4月に 14.5°Cと

上昇し，7月 26日には 28.2°C，8月 16日も 28.3°Cと

高水温が継続した（Fig.4a）。同水深の塩分は， 最低値

30.7（7月）から最大値32.4（4月）の間で変動し，周

年 30.5以上の塩分値で推移していた（Fig.4a）。同水深

の酸素飽和度は，9 月から 7 月までほぼ 100%を上回

り，8月のみ 87%と低い値を示したが，養殖に影響す

る月は見られなかった（Fig.4b）。同水深のクロロフィ

ル a濃度は，9月は3.65 μg/ℓを示したが，10月には1 

μg/ℓ と減少し，11～2 月は 1～3 μg/ℓ の範囲となった

が，3～4月は 1 μg/ℓ以下と低く，5～8月の間は 1～3 

μg/ℓの範囲で推移した。12カ月間のうち 8カ月間が1

～3 μg/ ℓの範囲の値となり，1 μg/ℓ以下が3カ月間，3 

μg/ℓ以上が 1カ月間となり，養殖地点のクロロフィル

a濃度は，おおむね0～4 μg/ℓの範囲で推移した（Fig.4b）。 

 養殖を開始した 10 月とその後 2 回追加した種苗の

合計 441個を100%とし，7カ月後の 5月の取上げ時の

生残率は 66.2%となった。本試験では，ポリエチレン

製の漁網のカバーネットを使用したことや垂下水深を

2.5 m とやや浅くしたことから，イシガニやマダコに

よる食害（内野ら（1990））は，まったく見られなかっ

た 15)。平均殻長は，10月52.8 mmから試験終了した 5

月に 64.1 mmとなり，その間 11.3 mm成長した。本試

験では，70 mmを超える個体が 1月に出現し，5月に

は 59個（20%）を占めたが，80 mmを超える個体は見

られなかった。日間成長速度は，10～11月0.05 mm/日

から増加し，12～1月には，0.10 mm/日となったが，そ

の後は減少し，4～5月には 0.04 mm/日となった。収容

密度は，開始時に 1 カゴ当たり 20 個に分けて収容し

たことから 1.26個体/100 cm2，3月以降，0.75個体/100 

cm2とした（Table1）。 

 養殖試験および分析方法で述べたとおり，11 月に

54.5 ± 4.7 mm，39.3～62.8 mm（142個），また，12月

に 55.3 ± 4.9 mm，38.0～64.5 mm（78個）の種苗を追

加したが，表 1のトリガイのサイズ結果と概ね同様（11

Fig.4  Monthly changes in water temperature (a), 

salinity (a), chlorophyll a (b) and saturation ratio 

of the dissolved oxgen (b) in cultured proof 

experiment. 
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Table 1 Changes in survival, shell length, daily growth, and density of cultured cookles during the 

culture experiment 

 

 

Mean ± SD Min – Max n /cage n /100 cm
2

Oct 2016 221           52.8 ± 4.8 34.9 – 61.6 — 20 1.26

Nov 341           54.1 ± 4.7 36.7 – 62.6 0.05 20 1.26

Dec 382           56.1 ± 5.0 37.4 – 64.8 0.07 20 1.26

Jan 2017 393           58.5 ± 5.5 39.8 – 72.0 0.10 20 1.26

Feb 376           60.7 ± 6.2 42.1 – 73.4 0.09 20 1.26

Mar 374           61.6 ± 6.2 43.3 – 77.5 0.06 12 0.75

Apr 317           63.4 ± 6.6 44.7 – 78.4 0.06 12 0.75

May 292           64.1 ± 6.6 44.9 – 77.6 0.04 12 0.75

Month
No. shells

survived

Shell length (mm) Growth

(mm/day)

Density of shells
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月，12月の種苗と養殖トリガイの分散・平均値につい

てそれぞれ t 検定(7)を行い，有意な差がないことを確

認）であった 16)。 

 また，殻長の度数分布（50 mm未満，50～60 mm，

60～70 mm，70 mm以上の4区分）は，養殖を開始し

た10月には，50～60 mmが79.2%，50 mm未満が19.9%

と 60 mm未満が 99.1%を占めていたが，成長に伴い50

～60 mmが 11月 77.4%，12月 67.8%，1月52.8%と減

少し，2 月には 50～60 mm が 42.0%，60～70 mm が

50.3%と逆転した。3 月には 60～70 mm が 50.3%，70 

mm 以上が 9.3%となり，60 mm 以上が約 60%となっ

た。その後も 60～70 mmが 4月 53.9%，5月 55.1%と

横ばいであったが，70 mm以上が4月17.7%，5月20.2%

と増加し，60 mm以上のトリガイが養殖を終了した 5

月時点で 75%を占めた。 

 

経営調査結果 

 トリガイ養殖に係る作業は，大きく分けて準備，管

理，出荷の3つに分類できる。まず準備として養殖枠

の作成に 1日（3時間），丸型カゴにカバーネットやロ

ープの取付け作業に 2日（4時間 × 2），養殖枠の設

置に 1日（2時間），養殖カゴの設置に 3日（1時間 × 

3）の合計 7日間で延べ 16時間であった。なお，養殖

に使う小型トリガイを確保する作業は，漁業者からの

聞取り調査結果から，小型底びき網漁として漁獲物を

選別する通常の作業の中で手間をかけずに行えるので
(8)，作業時間として加算しなかった。管理は 11 月～4

月の間に月1回養殖カゴを取り上げ，付着生物を落と

す作業やアンスラサイトの洗浄に 1 日（2 時間）の合

計 6日間で，延べ12時間だった。出荷前日に養殖施設

から桟橋まで養殖カゴを移動する作業が 1時間であっ

た。翌日は，家族(大人の女性 1名）がトリガイの取上

げ，殻の清掃，選別，冷水を入れたバケツにトリガイ

を浸漬(9) ，箱詰めを 1日（3時間）行った。よって，

この試験では漁業者が養殖に 14日間，延べ 29時間従

事し，家族が 1日，延べ 3時間従事した。 

出荷作業を行った女性について，小型底びき網の漁

船が帰港するまでの午前中で出荷作業は終了し，漁船

が帰港後は通常通り漁獲物を出荷する作業に従事した

ことから小型底びき網の操業に影響は出ていない。ま

た，女性からの聞取りでは，養殖カゴは軽量化されて

おり，養殖カゴからトリガイを取り上げたり，箱詰め

したり等の作業に支障はなく，漁業者に代わり，月 1

回の管理作業も行えるとのことであった(10)。 

 実証試験の経営収支をTable2に示した。本業である

小型底びき網漁業に関する収支は，除外している。本

試験に要した費用は，船外機に使用した燃料代として

5,000円，販売手数料として高松市中央卸売市場の卸売

会社に1,633円，減価償却費として10,816円（27カゴ分

のアンスラサイト購入費108,158円，1年で10%が流出

すると仮定し10年で償却するとして計算）で合計漁労

支出として17,449円となった。それ以外の支出で，使用

した船外機船は，漁業者が10年以上も保有しているも

ので，本試験では固定資本として計上せずに，燃料代

のみを計上した。トリガイ養殖に餌は必要が無く餌代

は0円である。本試験で種苗は漁業者自らが投棄してい

る小型貝を持帰り利用したことから種苗代は0円であ

る。養殖枠作成に使用したイカリ・ロープ・ブイすべ

て漁業者が保有している資材を活用し，トリガイ飼育

容器の作成に使用した丸型カゴ・カバーネット・クレ

モナロープも漁業者が保有している資材を活用したた

め，購入費は0円であった。支出のうち，アンスラサイ

ト代が6割以上を占めていた。 

 2017年 5月 23日に取り上げた 292個を選別し，商

品サイズに達したトリガイ 220個を「殻付き」として

発泡スチロール製の箱に箱当たり5 kg単位で梱包した

後，高松市中央卸売市場に出荷し，29,700円の売り上

げを示した（出荷重量は，19.8 kg，取引単価は1,500円

/kg）。しかし，京都府の殻付きトリガイの 3,500 円～

5,000円/kg(11)に比べると 1/2～1/3程度のかなり低い単

価に留まった 5,17)。その原因として，先進地に比べてサ

イズが一回り小型であること以外に，高松市中央卸売

市場におけるトリガイの大半が足の部分だけパックさ

れた加工品であるため，活きた殻付きトリガイの取引

に抵抗があること，5 kg入りの箱の中にいろいろなサ

イズが混じっていたこと，出荷に際して高く買っても

らうための努力（養殖トリガイのPR）をしていないと

指摘された(12)。また飲食店の料理単価から逆算すると，

1 個 150 円までが購入可能な単価という意見もあった
(13)。 

 

考 察 

 

 小型底びき網で混獲される出荷サイズ以下のトリガ

イを使用したコンパクト養殖の実証試験を2016年9月

から観音寺市室本港内で実施した。7～9月は，水温が

25°Cを上回る高水温となり，養殖には適していないが，

他の月は25°C以下の水温であった。港内に流入河川が

ないことから塩分は安定し，溶存酸素にも問題はなか

った。トリガイの餌となる植物プランクトン量の指標

となるクロロフィルa濃度は，3，4月が1 μg/ℓ以下の濃

度となり，その他の月は1～4 μg/ℓの範囲で推移し，京

都府海域に比べると低い傾向が見られた。室本港内の

水質環境は，クロロフィルa濃度が低い傾向にはあるも

のの，Fig.1から，9月から6月の期間であればトリガイ

養殖漁場として問題はないと考えられた。 
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 実証試験で飼育を行った441個のうち292個が生残し，

うち出荷サイズを超えていた220個を出荷することが

できた。養殖トリガイの成長は，10月1日の平均殻長

52.8 ± 4.75 mmから8カ月後の5月23日には，64.1 ± 6.60 

mmと75%が商品サイズを超え，20%が70 mmを超えた

が，80 mmを超える個体は見られなかった。西広（1997）

と比較すると，9～2月の間に明らかな差は見られない

が，3月から成長が停滞し，5月時点で15 mmの差が生

じた5)。この原因として，トリガイの成長に関与するク

ロロフィルa濃度が考えられる。Nishikawa et al.（2015）

は，日本海の居組漁港内でトリガイ養殖試験を行い，

1 μg/ ℓ未満のクロロフィルa濃度を示した月が，1年の

うち8カ月を占め，成長の停滞や生残率の低下を引き起

こしたと報告している18)。また，内野ら（1988）19) は，

京都府宮津湾のトリガイ養殖にクロロフィルa濃度が

10 μg/ℓ必要と報告していることや岩尾ら（1993）20)は，

クロロフィルaが5 μg/ℓ以下でトリガイの成長が停滞す

ると報告していることから，1年を通して5 μg/ℓ以下で

ある室本港内の低いクロロフィルa濃度が原因で，京都

府宮津湾の養殖トリガイに比べ成長の停滞や生残率の

低下を引き起こしていると考えられる19,20)。特に3，4月

の1 μg/ℓ未満の時には成長が停止し，その傾向が顕著と

なった。しかし，室本港内のクロロフィルaの鉛直分布

は，水温のように表層から底層まで一律ではなく，表

層や底層に高い値を示す月も見られたことから，垂下

水深をクロロフィルa濃度に連動させる養殖方法の検

討が必要である。このように成長に課題はあるが，混

獲物として投棄している小型トリガイを養殖し出荷す

ることで，小型底びき網の課題である未利用資源の有

効活用になると考えられた。特に近年燧灘海域で小型

サイズのトリガイが成長せずに死滅していることから，

混獲物として投棄されている小型トリガイのコンパク

ト養殖は未利用資源の有効利用となる。 

 次に，実証試験から低利用な漁港やその周辺の安全

な場所でのコンパクト養殖に高齢者や女性が就業でき

るか検討した。本試験の出荷を家族（大人の女性）が

通常の手伝いに支障なく実施できたことや養殖カゴの

取上げ等の取り扱いが女性でも問題ないとのこと，安

全な港内での作業であることから，管理・出荷作業に

高齢者や女性の就業も可能と考えられた。 

 次にトリガイ養殖の収支結果（実証試験）から経営

分析を行い，小型底びき網漁業の副業的な養殖として

可能かどうかを1個当たりの販売単価と経費の試算に

基づき検討した。 2017年 5月 23日に220個を「殻付

  

Table 2 Summary of the management income and expenditure in the aquaculture experiment 

Category Unit Quantity Note 

Number of powered vessels vessel 1 overboard motorboat 

Tonnage of powered vessels t under 1  

Area of facility for marine aquaculture m2 50  

Number of persons engaged at the peak person 2 A family carries out shipment 

Total number of working days day 15  

Total number of Working hours hour 32  

Quantity of catches kg 19.8   

Fixed assets of fishery yen 0 
The overboard motorboat was 
always owned 

Fishery earnings 〃 12,251  

 Fishery incomes 〃 29,700  

  Sales of culture products 〃 29,700  

 Fishery expenditures 〃 17,449  

     Costs for the employee 〃 0  

   Fuel charges 〃 5,000 Gasoline (money) 

   Feed charges 〃 0  

   Seeds and saplings 〃 0  

   Repair expenses 〃 0  

   Sales charges 〃 1,633  

   Debt interest charges 〃 0  

   Taxes and public charges 〃 0  

   Depreciations 〃 10,816 Anthracite is repaid in ten years 

Income ratio  0.41   
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き」として高松市中央卸売市場に出荷し，29,700円の

売り上げを示した。1 kg当たり1,500円の単価となり，

平均重量が 90 gであったので 1個当たりの単価は135

円となった。他方の経費は，資材面で費用を削減する

コンパクト養殖をめざしたことから，1 個当たりの生

産原価は，79円（自家労賃は含まない），所得率 41%

となり十分に採算が取れていた（宮田（2004））21)。た

だしその大半をアンスラサイト代で占められており，

安価な基質への変更（香川ら（2020）が，1/10の値段

の基質）を検討すべきである 12）。また，経費を労賃の

観点から評価すれば，本試験における漁業者・家族併

せた養殖作業に要した総労働時間 32 時間を 1 時間当

たりの時価労賃に換算すると 371円となり，同じ瀬戸

内海の山口県の小型底びき網漁業者の 1時間当たりの

時価労賃855円(14)と比べると 4割程度の低い水準に留

まった 22,23)。そのため，現状の漁労所得率で 27,000円

かつ山口県と同水準の 1時間当たりの時価労賃 844円

のレベルで副業として十分成立させるためには，最低

でも，本試験の 2 倍弱である 50 カゴに至るまでの養

殖規模の拡大が必要といえる。 

 上記の試算の通り，規模の拡大によって充分な採算

水準に達する可能性は高いものの，現場での普及に際

しては以下の諸点が留意すべきポイントになる。まず，

生産者の技術の習熟による効率化を図るとともに，規

模拡大に際する労働削減対応の重要性を挙げたい。調

査協力して頂いた生産者からは，実証試験と同様に小

型底びき網の操業に支障が出ないことを確認しながら

段階的に規模拡大を進めるべきであること，この規模

拡大には，家族の協力（女性が養殖作業を肩代わりす

る）が必要であるとの意見であった(15)。さらに，当該

養殖の収益性改善のために，技術習熟・改善による養

殖トリガイの生残率向上，安価な基質への変更は不可

欠な点である。その上，販売戦略の構築による単価の

向上も欠かせない点であり，高松中央卸売市場の関係

者から販売単価を上げるための改善策として，70 mm

以上のサイズを選別して「大」銘柄で販売することで

インパクトが生まれることや，実需者へ「養殖もの」

の利点を前面に打ち出した宣伝を行うことで，天然ト

リガイと差別化ができると指摘された(12)。例えば，天

候に左右されずに飲食店の注文に応じた出荷が可能で

あることや，漁具による損傷やストレスで死に易い天

然ものに比べて養殖ものは活きた「殻付き」を安心し

て購入できることの利点がある(16)。このような利点が

鮮魚店・飲食店などに理解されれば，販売単価も改善

されると考えられる。 

 その上でコンパクト養殖の面的，地域的普及・定着

を展望する上で欠かせないポイントについて述べる。

宮田（2019）24) が指摘したように，経営の多角化の継

続ならびに複合養殖の経済性および地域社会への寄与

には，複数の養殖を実施することによる相乗効果の発

揮が必要であり，それは漁船漁業と養殖業の兼業にお

いても，同様である 24)。考察事例とした漁家経営にお

いては，本業の小型底びき網の作業との重複を回避し

つつ出荷・販売に関わる作業を行い，トリガイ養殖に

よる収益を実現していた。このことから規模拡大に際

しても，コスト抑制型といえるコンパクト養殖は，副

業としての地位を確立する可能性を有している。相乗

効果を発揮させるためにも，漁家間の交流・協同の充

実に基づくコスト削減対応ならびに漁協や関係機関の

技術指導や販売戦略，商品規格の策定といった役割発

揮が不可欠になるのは間違いない。 

 最後に，小型底びき網の副業，混獲物の有効利用等

だけでなく，地域社会への相乗効果として，この養殖

が燧灘沿岸の漁港に波及すれば，当該地域における漁

村インフラの有効活用だけでなく，地域の特産品とし

て見直され，地域の活性化の契機となることが期待さ

れる。 
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注 

(1) 西かがわ漁業協同組合・観音寺市漁業協同組合

に所属する小型底びき網漁業者からの聞取りに

よる。 

(2) 中国四国農政局香川統計情報事務所が編集し

た，平成 9年「図説」香川県漁業の動き 7)を参

考にした。 

(3) アンスラサイト（Anthracite）は，粒径が 2～

3mmでほぼ一定した良質の無煙石炭の一種であ

り，水道水や海水のろ過に使われるろ材で，ろ

過砂よりも密度が低いことや形状が稜角に富ん

でいることから空隙が大きい特徴を有する。 

(4) 香川県が発行した，平成 14年度複合的資源管理

型漁業促進対策事業報告書を参照した 13)。 

(5) 観音寺市建設課によれば，室本港の整備は1932

年，1972年に拡張工事が行われ，1990年の埋め

立て工事完成により現在の形になった。当初は

貨物船，漁船，プレジャーボートの需要増加に

対応して拡張されたが，近年は貨物船の利用が
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無くなったことや漁船の利用が激減しているこ

とから施設の遊休化が目立っている。 

(6) 通常トリガイは可食部の足だけをプラスチック

ケースに並べて凍結した状態で流通するが，近

年は流通技術の向上により「殻つき」で寿司

屋，飲食店まで運ばれ，新鮮な状態のトリガイ

を客に提供する。 

(7) 小椋（2009）16)を参考に，Microsoft Excelでｔ検

定を行ったところ，有意水準 0.05で平均値と分

散に「差があるとはいえない」という結果にな

った。 

(8) 実証試験を行った漁業者から聞取り。またすべ

ての作業に筆者らも参加し確認した。 

(9) トリガイを低水温の海水に浸漬し，酸素消費量

を低下させた状態にすることで安全に活きた状

態で運搬している。 

(10) 実証試験を行った漁業者の家族（大人の女性）

から聞取り 

(11) 京都府における養殖トリガイの販売単価は，西

広（1997）5)によれば3,500円/kg，鬼木（2013）
17)によれば5,000円/kg，トリガイ 1個当たりの

単価は，500円，750円である。 

(12) 高松市中央卸売市場の関係者から聞取り。 

(13) 高松市内の飲食店から聞取り。 

(14) 木村ら（2009）・木村（2009）を参照した 22,23)。 

(15) 実証試験を行った漁業者から聞取り。 

(16) 小型底びき網で漁獲されたトリガイは，漁具で

殻の破損したものが多いために殻付きの状態で

出荷するには流通途中でのへい死のリスクがあ

るが，養殖トリガイは，殻の破損が無く，へい

死のリスクは低い。 
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要 旨 

 香川県観音寺市室本港において，トリガイのコンパ

クト養殖（地域の漁業者が行う副業的な小規模の事業）

の実証試験を行った。試験は低利用の漁港やその周縁

で，小型底びき網で混獲される出荷サイズ以下のトリ

ガイと現在は使われていない漁業資材を用いて実施し

た。室本港の水質環境は餌資源量の指標となるクロロ

フィル a濃度が低い傾向にあるものの，9月から6月

の期間であれば養殖漁場として利用可能であった。ま

た，養殖管理・出荷作業は港内での軽作業であり，小

型底びき網の休漁日に作業ができることから，高齢者

や漁家女性が安全に就業可能であった。そして，所得

率40%で収益が確保できることが確認された。これら

から，トリガイのコンパクト養殖が副業として有効で

あることが実証できた。 
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